
     

1 
 

Press Release 2025 年 10 ⽉ 30 ⽇ 

 

「森アートアワード 2026」ファイナリスト 
「キュレーターレジデンスプログラム 2026」参加キュレーター 

決 定 
    

    
左から⽚⼭真理、⼩泉明郎（Photo：横⽥徹）、⽬[mé]（Photo：後藤武浩） 、⼭城知佳⼦（Photo：鷹野隆⼤） 

 

    
左からマリア・ブレヴィンスカ、今関友⾥⾹、フィリップ・ピロット、篠⽥弥⽣（Photo: Gabe Hopkins） 

 
本⽇、⼀般財団法⼈森現代芸術財団（代表理事：森佳⼦）は「森アートアワード 2026」のファイナリストに⽚
⼭真理、⼩泉明郎、⽬[mé] 、⼭城知佳⼦の 4 名を選出しました。 
また、「キュレーターレジデンスプログラム 2026」の採択者はマリア・ブレヴィンスカ、今関友⾥⾹、フィリ
ップ・ピロット、篠⽥弥⽣に決定しました。 
 
国際選考委員⻑を務める⽚岡真実は、選考をふりかえり次のように述べています。「⼀般財団法⼈森現代芸術
財団の最初の活動となる「森アートアワード 2026」、「キュレーターレジデンスプログラム 2026」に、⼤変
優れたアーティストやキュレーターの推薦、応募がありました。厳正なる審査の結果、ダイナミックかつ卓越
した活動を続けている 4 名の中堅アーティスト、そして⽇本の現代アートの価値やその歴史的⽴ち位置を世界
各地で発信しうるキュレーターや研究者が選ばれたことを、国際選考委員会を代表して⼤変嬉しく思います。
この選考結果は今後の活動のベンチマークとなるものでもあり、財団のビジョンの具現化に繋がっていくもの
と確信しています。」 
また、あわせて「森アートアワード 2026」の推薦委員を公開しました。 
 
森アートアワード 2026 は来年 2 ⽉の国際選考委員による最終審査（プレゼンテーション等）を経て 1 名の最
優秀賞受賞者を決定、賞⾦ 1,000 万円と作品展⽰の機会（森美術館との共催）が提供されます。ほか 3 名のフ
ァイナリストには、それぞれ賞⾦ 100 万円が授与されます。 
また、キュレーターレジデンスプログラム 2026 の採択者は、来年 2 ⽉以降に順次来⽇し、⽇本のアーティス
トのリサーチや、美術関係者との交流などを⾏います。 
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2026 国際選考委員会（2 プログラム共通） 
⽚岡真実（森美術館 館⻑、選考委員⻑） 
ラーナ・デヴェンポート（南オーストラリア州⽴美術館 元館⻑［アデレード］） 
グレン・ラウリィ（ニューヨーク近代美術館 元館⻑） 
フランシス・モリス（テート・モダン 名誉館⻑［ロンドン］） 
スハーニャ・ラフェル（Ⅿ＋館⻑［⾹港］） 
ユージン・タン（ナショナル・ギャラリー・シンガポール 館⻑、シンガポール美術館 館⻑） 
 
森アートアワード 2026 推薦委員 姓のアルファベット順 
趙 純恵（森美術館 アソシエイト・キュレーター） 
⾓ 奈緒⼦（⾦沢 21 世紀美術館 学芸課⻑） 
⽊村絵理⼦（弘前れんが倉庫美術館 館⻑） 
中村史⼦（⼤阪中之島美術館 主任学芸員） 
徳⼭拓⼀（森美術館 キュレーター） 
椿 玲⼦（森美術館 キュレーター）      
 
最新情報は財団公式サイトで順次公開いたしますのでご期待ください。 
 
 
森アートアワード 2026 
ファイナリスト紹介 
姓のアルファベット順 
 
⽚⼭真理  
1987 年⽣まれ、群⾺在住 
⾃⾝の⾝体の中で⽇々を⽣きることを制作の核に据え、その⾝体を⽣きた彫刻、
マネキン、そして社会を映し出すレンズとして制作を⾏う。また、⼿縫い・⼿作
りのオブジェと写真の組み合わせによって「⾃然、⼈⼯、正しさ」といった社会
の規範的な考えを映し出し、それに挑戦する作品を作り続けてきた。作品制作の
他に『選択の⾃由』を掲げた「ハイヒールプロジェクト」を開始。義⾜⽤の特注
ハイヒールを装着し、歌⼿、モデル、講演など多岐に渡り活動している。主な展
覧会に、「Performer and Participant」テート・モダン（ロンドン、2023 年)、
「home again」ヨー ロッパ写真美術館（パリ、2021 年）、第 58 回ヴェネチ
ア・ビエンナーレ」ジャルディーニ、アルセナーレ（2019 年）、六本⽊クロッシ 
ング 2016 展:僕の⾝体、あなたの声」森美術館（東京）など。
https://marikatayama.com/ 
 
⼩泉明郎 
1976 年⽣まれ、神奈川在住 
個⼈的な感情と集合的記憶の間の緊張関係を探求し、政治的、⽂化的、あるいは
技術的な権⼒システムが個⼈をどのように形作るのかを考察する作品を発表して
いる。ビデオ、ドローイング、彫刻に加え、近年では VRや AIを取り⼊れた作品
によって、強い表現をもって観客の感情を揺さぶりながら、国家権⼒、戦争、歴
史、権⼒による抑圧や個々⼈の痛みなど、社会に潜在する様々な事象や声を浮か
び上がらせる。主な展覧会に「シアターズ・オブ・ライフ」デ・ポン現代美術館
（ティルブルフ、オランダ、2025 年）、「地球がまわる⾳を聴く」森美術館（東
京、2022 年）のほか、VR演劇「縛られたプロメテウス」（2019 年）など。 
https://www.meirokoizumi.com/ 
 

《⽣の劇場》2019 年 
展⽰⾵景:「⼩泉明郎：シアターズ・オ
ブ・ライフ」展、デ・ポン美術館（オラ
ンダ、ティルブルフ）2025 年 
photo by the artist 

《caryatid #011》2024 年 
©Mari Katayama, courtesy of Mari 
Katayama Studio and Galerie Suzanne 
Tarasieve, Paris 
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⽬[mé]  
2012 年結成 
アーティスト 荒神明⾹、ディレクター 南川憲⼆、インストーラー 増井宏⽂を中
⼼とする現代アートチーム。連携を活かしたチーム・クリエイションによる制作
活動を展開。観客を含めた状況／導線を重視し、「いつも我々の眼前にある”ただ
の世界”を、あらためて経験する」ような作品を試⾏する。主な展覧会に、「⾮常
にはっきりとわからない 」千葉市美術館（2019 年）、「たよりない現実、この
世界の在りか」資⽣堂ギャラリー（東京、2014年）のほか、国内外で「まさゆ
め」などのプロジェクトも⾏っている。「さいたま国際芸術祭２０２３」ではデ
ィレクターを務めた。 
http://mouthplustwo.me/ 
 
⼭城知佳⼦ 
1976 年⽣まれ、沖縄と横浜在住 
⽣まれ育った沖縄の複雑な歴史や地理的・政治的問題を、⾃⾝の⾝体を通して映
像やパフォーマンスで探求。地域を超えた普遍的なトラウマや記憶の継承を問
い、社会の分断や歴史の多層性に光をあてる。初期の作品では、過去を個⼈の存
在から捉え、批評性のある表現で⾒る者に沖縄の記憶や歴史への新たな視点を提
⽰。近年は沖縄を起点に東アジア地域まで視野を広げ、歴史の陰に埋もれた⼈々
の⾝体や魂、声を掘り起こそうと試みている。主な展覧会に「ジャム・セッショ
ン ⽯橋財団コレクション×⼭城知佳⼦×志賀理江⼦ 漂着」アーティゾン美術館
（東京、2025 年）、個展「The Song of the Land」グルベンキアン・モダンアー
トセンター（リスボン、2024年）、個展「ベラウの花」丸⻲市猪熊弦⼀郎現代美
術館（⾹川、2023 年） 
https://ycassociates.co.jp/artists/2019/03/20/218/ 
 
 

キュレーターレジデンスプログラム 2026 
採択者紹介 
姓のアルファベット順 
 
マリア・ブレヴィンスカ 
レジデンス採択プロジェクト：「フェーズ―⺟なる⼤地 ―〈もの派〉を記憶する」 
ザヘンタ国⽴美術館キュレーター 
ワルシャワ在住 
ワルシャワのザヘンタ国⽴美術館で⻑年にわたりキュレーターを務め、多くの重要な展覧会を企画。著名な美術館の⽅向性
の形成に携わる。ポーランド初の戦後⽇本美術を含む東アジアの展⽰を企画したキュレーターで、同分野における国際的な
学術交流にも貢献。本レジデンスでは、1960 年代後半の東京で⽣まれた前衛芸術〈もの派〉を現代のエコロジー的視点か
ら再考する。本レジデンスの調査成果は、2027から 28 年にかけて、ポーランドのクラクフ現代美術館（MOCAK）にて展
⽰予定。主な企画にウジャドゥスキー城現代美術センター（ポーランド、ワルシャワ）における「ゲンダイ：⽇本の現代美
術−⾝体と空間の間」（2000 年）と川俣正の個展と常設インスタレーション（2001-03 年）のほか、草間彌⽣の個展 があ
る。最近の企画では「集団と個の狭間で−1950 年代から 60 年代の⽇本前衛美術」ザヘンタ国⽴美術館（2021 年）や「鴨
治晃次展｜不必要な物で全体が混乱しないように」ワタリウム美術館（2025 年）など。 
 
今関友⾥⾹ 
レジデンス採択プロジェクト：「1945 年以降の⽇本の⼥性アーティスト」展（2026 年 9 ⽉-2027 年 2 ⽉）のための調査
および⽇本の先駆的な⼥性アーティストの調査 
インディペンデントキュレーター/リサーチャー、ルクセンブルク現代美術館リサーチアシスタント 
ロンドン在住 
ロンドン⼤学ゴールドスミス校でキュレーション修⼠号を取得後、⽇本の現代美術を中⼼にトランスナショナルな視点で調
査・キュレーションを⾏う。脱植⺠地主義的およびクィア・フェミニズムを理論的基盤とする学際的アプローチを軸に活動
している。この視座は、ホーニマン博物館（ロンドン）での「Chá, Chai, Tea」展（2023-24年）に外部アドバイザーとし

《まさゆめ》ヴェラノス・デ・ラ・ヴィ
ジャ 2024（スペイン、マドリッド）
Photo：Madrid Distino/Fernando 
Tribiño 

《Recalling(s)》 2025 年 
©Chikako Yamashiro. Courtesy of the 
artist 
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て調査に携わった際にも活⽤され、現在取り組んでいるルクセンブルク現代美術館の「1945 年以降の⽇本の⼥性アーティ
スト」展にも継承されている。過去にはジャパンハウス・ロンドンでプログラミング・オフィサー（展覧会担当) (2023-24
年) を務め、ロンドン芸術⼤学セントラル・セント・マーチンズなどでゲスト講師として招聘された。 

 
フィリップ・ピロット 
レジデンス採択プロジェクト：「バンドンの亡霊たち──アジア・アフリカの政治的想像⼒」展のための調査 
シュテーデル造形芸術⼤学（フランクフルト）美術史教授、インディペンデント・キュレーター 
1972 年⽣まれ、ブリュッセル在住 
ヨーロッパ、アジア、アフリカを横断しながら、植⺠地主義の歴史や⾮⻄洋的な知のあり⽅を⼿がかりに、異⽂化間の対
話、批評的な歴史叙述、新たなキュラトリアル実践を探求する展覧会を多数企画してきた。本レジデンスでは、1955 年の
バンドン会議に着想を得た新たな展覧会企画に向け、⽇本の戦後美術とアジア・アフリカ間の⽂化的連帯の関係を調査する
予定。主なキュレーションに「Arus Balik: From Below the Wind to Above the Wind and Back Again」NTUセンター・フ
ォー・コンテンポラリー・アート（シンガポール、2019 年）、「Seeing in the Dark」（釜⼭ビエンナーレ、2024年）が
ある。また、2019 年から 2022 年にはドクメンタ・コミッションのメンバーとして、アジア初のアーティスティック・デ
ィレクターとなったルアンルパの選出において重要な役割を果たした。 
 
篠⽥弥⽣ 
レジデンス採択プロジェクト：「思考を紡ぐ、⾃⼰を織りなす」 
ネルソン・アトキンス美術館（カンザスシティ、⽶国ミズーリ州）⽇本美術、アソシエイト・キュレーター 
1980 年⽣まれ、⽶国プレイリー・ヴィレッジ在住 
⽇本美術史と物質⽂化を専⾨とし、伝統と⾰新、地域性と国際性の交錯を探る展覧会を企画してきた。⽂化的⽂脈の中で素
材や技法がいかにアイデンティティや社会的価値を形づくるかに関⼼を寄せ、作品と社会、歴史のあいだに⽣まれる対話を
重視している。本レジデンスでは、「思考を紡ぐ、⾃⼰を織りなす」と題し、織り、染め、縫い、結ぶといった繊維的実践
を通じて、現代⽇本のアーティストがジェンダー、ハイブリディティ、⽂化的帰属などをどのように検証、表現しているか
を調査する予定。素材の継承と⾰新の関係を再考し、繊維芸術を⽂化的記憶と創造を結ぶ表現領域として位置づけることを
⽬指す。ネルソン・アトキンス美術館での主なキュレーションに「Weaving Splendor: Treasures of Asian Textiles」
（2021 年）、巡回展「Hokusai: Waves of Inspiration from the Museum of Fine Arts Boston」（2024年）と同時開催の
「Hokusai: Masterpieces from the Spencer Museum of Art, the Richardson-North Collection, and The Nelson-Atkins 
Museum of Art」(2024年)がある。 
 
 
活動基本概要  財団公式サイト https://mori-caf.jp/ 
1. 森アートアワード 
⽇本の現代アーティストのなかでも、とりわけ中堅作家が次のグローバルなステージへ⽻ばたくための表彰制度として、
「森アートアワード」を実施する。2 年に⼀度開催される本アワードでは、過去 2 年間に発表された優れた展覧会や作品を
もとに⽇本国内の推薦委員によってアーティストが推薦され、国際選考委員会による書類選考を経て 4名のファイナリスト
が選出される。その後、最終選考（プレゼンテーション等）を経て 1 名の最優秀賞受賞者を決定し、賞⾦ 1,000万円と受賞
を記念した作品展⽰の機会（森美術館との共催）が提供される。ほか 3 名のファイナリストにはそれぞれ賞⾦ 100万円が
授与される。 
◎対象：⽇本を拠点に活動、あるいは海外拠点であっても⽇本と関係の深い中堅アーティスト。年齢制限は設けない。 
◎推薦委員：全国の公・私⽴美術館のキュレーター6 名 
◎選考⽅法：⼀次選考を書類選考（オンライン）で実施し、ファイナリスト 4 名を選出。最終選考は、対⾯による国際選考委員会へのプ
レゼンテーションと⾯接により最優秀賞受賞者 1 名を決定。 
 
2.キュレーターレジデンスプログラム 
⽇本の現代美術に関⼼を抱く海外在住のキュレーターを招聘し、⽇本で活動する様々なアーティスト、美術館、国際展、ギ
ャラリーなどの調査、交流の機会を提供し、その成果を海外の舞台で発信してもらうことで⽇本の現代美術の国際的な発信
を後押しすることを⽬的とする。 
◎対象：⽇本国内の現代美術のリサーチを希望する国外在住のキュレーター（国籍不問・⽇本在住者は対象外） 
◎⼈数： ３〜４⼈/年   ◎期間：2 週間〜3 ヶ⽉程度 
◎募集⽅法：財団公式サイト上にて公募 ◎対象キュレーターは、レジデンスプログラム終了時に、成果報告を実施する。 
 

 
【本リリースに関するプレス問合わせ先】取材・掲載の際には、下記までご連絡ください。 

⻄⾕（リレーリレーLLP） 電話：090-2062-6963 e-mail：press_81@relayrelay.net 


